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肺におけるアレルギー反応の免疫病理学的研究

第 3報凝固卵白アルブミン・アレルギー

河内 薫#・富崎方子

(北海道大学結核研究所病理部主任森川和雄教授)

著者らは第1報りにおいて異種蛋白アレルギ一実験を

行ったが，用いた抗原は卵白アルブミン及ひ「ッ」蛋白

画分と何れも水溶性の溶液性抗原である。今回は固形抗

原の代表として凝固卵白アノレブミンを用いたアレルギ一

実験を行い，異種蛋白アレノレギーを抗原の物理的性状か

ら考えてみることにしたじ

既に第1報に述べた如く，溶液性抗原によっては強い

i参出性反応が玄起され，結節炎，繁殖炎の形成は一般に

弱L、傾向を示すことがわかった。この際抗原が溶液性で

あるために抗原の局所からの吸収が早いことが関係する

との可能性も考えられる C 既に武田ら2-4)は卵白アノレア'

ミンの熱， アノレコーノレ， フォルマリン sulfosalicyl酸

なとによる凝固蛋白を用いて，皮膚反応発現性，及び肝

におげるアレノレギ一反応像の研究を行い，難溶性抗原を

用いた軽度持続的アレノレギー反応像は類リンパ球結節か

ら類上皮細胞結節の形をとることを認めたと述べてい

ると

著者らもその中の 1つに該当するアルコーノレ沈降法に

よる凝固蛋白を用いて.肺にアレルギー病像を求めてみ

7ニC

実験材料及び方法

結品性卵白アノレプミン(第1報実験1に記載のもの)溶

液をエタノーノレ2/3飽和，室温で撹伴沈澱させ，一夜氷

室に置いたものをi威圧濃縮しエタノーノレを可及的に除い

たc この浮遊液は沈降アノレブミンの他に2/3飽和で沈降

しなかった蛋白も含んでいる。沈降アルブミン(以下

CAと略記する〕は東洋i慮祇No.4を素通りする o 4000 

r.p.m. 30分遠心しでも沈澄を生じなL、。

感作:正常雑系家兎 14羽に1匹当り 100mgi3の卵白

ブノレブミンから作った CAを1.5mlに含む浮遊液に等

量の adjuvantを加え，瞥部筋肉内注射。この感作を 5

日間隔で3回行い，結局1匹当り 100mgの卵白アルブ

ミンから作った CAを注射したことになる。

そして次記の肺内注射の 3目前，採血し，沈降反応抗

体価及び皮内反応性を卵白アルブミンを用いて測定し

*旧姓柘植

た。

反応抗原は実験1に記載の通りである。

肺内注射:感作開始後iO日目に感作兎と対照として

正常兎 12羽に前記の要領で、作った CA浮世産液2ml(こ

の中には 1mgの卵白アノレブミンから作ったCAを含む)

を前報同様な方法で肺内に注入したc

剖検:注入後1， 3， 5. 8， 11， 15日目に各群2羽

宛，又20日日に感作群の残りを殺し剖検した。

成績

1. 皮内反応と沈降反応

抗原に卵白アルブミン溶液を用いた成績は第 1表の返

りで，皮内反応性も沈降反応抗体価も相当高いことを示

している。

2. 剖検所見

肉眼的に感作群の肺に 1日目から強い充血像の中にこ

く小さな白い結節が認められ 3日目ややその大きさを

まし莱粒大のもの数個を見る。 5日日点状出血 8日目

以降ごく少数ながら比較的大きな結節を見せる例が混じ

ている程度にすぎなし、。一方対照群の肺には5日目例の

みに粟粒大以下のごく小さい透明結節を2個認めえたに

すぎず，他の例には全く病変を認めえないc

3 組織学的所見(第2表参照)

感作群の肺には1日目から一般にやや強L、多核球のj参

出が殊に血管周囲に著名であり，部分的には単核球の浸

潤，大1参問細胞の肺胞内出現が認められる。 3日目にな

ると単核球の小結節が殊に血管周囲に認められるように

なり 5日日大単核細胞結節が少数出現する。 11日目

の例の肋膜下にごく少範囲ながら小繁殖性炎症巣を認

め，大単核細胞の類上皮細胞への分化像が若子認められ

るがごく幼若なものにすぎないc

一方対照群の肺には初期から軽い多核球渉出がみら

れ 5日目少範囲の大単核細胞性病巣を認めえたが以降

これは完全に消失する。

つまり感作兎には3日目から弱し、結節形成が起り， 11

日以降類上皮性細胞への分化がやや進展するが，その程

度は弱く，幼若な形のまま容易に吸収されてしまう。一
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アルコール沈降卵白アノレブミ γ感{乍兎の

皮膚反応削と沈降反応州
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アルコール沈降卵白アルブミン

注入肺病変程度

第 2~主

方対照の兎では異物炎性単技細泡集団は発生するが，ニ

ればもっと早く吸収治癒の経過をとってしまう。

考按

今回の実験成績をみると先人の国型性抗原による類上

皮細]包形成の陽性成績とは相当の開きがあるニとがわか

る。

武田りは難溶性あるいは低い抗原性の粉末抗原と軽度

君主f乍生体との反応は類リンパ球結節であり，易溶あるい

は中等度抗束性の粉末抗原と中等度感作生体との反応;土

類上皮細泡結節となり，溶液抗原と高度感作生体の反応

はJ参出炎，壊死炎であることを報告Lてし、る。

われわれのアルコーノレ凝司蛋白抗原は難溶であるが，

感作生体は交叉反応抗原である卵白アルブミンに対して

高い反応性を示すことから決Lて低からざる!感作状態と

きわれ，武田らのいう類リンハ球結配をす期に少量認め

だにすぎない。抗原の溶解性，被吸収性あるいは粒子の

大きさの点で実験条件が不備だったのではないかと考え

られる。更に今回使用した材料には溶解性の卵白アルブ

ミンの混入が皮内反応，沈降反応成績から容易に考えら

れるので，この混入画分の作用も充分考えねばならな

'" 、。しかし実験条件をもう少し検討すれば，やや広範な

しかも分化の進んだ結節炎，繁殖炎を招来する可能性l主

事長されていると考える。

しかし何れにせよ感作群と対照群との明確な差異はこ

のような類リンパ球結節にしても，アレルギー反応の一

つの表現であることには違いがない。

一方溶液性抗原を用いた第l報実験1の第 1群の成績

と比焚すると，結節炎，繁殖炎共にやや強いように見受

;十られる。このことから固型性抗原が，この両者の炎症

形式の発生に幾分かは役立つているかの如く見られる。

し山しこれだけではとうてい結後病変の同反応形式に比

すべくもなL、。
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結 論

アルコール沈降卵白アルブミン画分に adjuvantを加

え!芸作Lt:ご兎と対照として正常兎に同じ画分を姉内注入

し日を追って剖検し次の成績をえた。

1. 感作兎の皮膚及び血清には卵白アノレブミンに対す

る高い抗体反応を認めた。

2. ij市には，感作群では初期に持参問炎，続いて大単咳細

泡結節が少量ながら形成せられ， 10 s¥以降軽い繁殖性炎

症が見られ，類上皮細抱性分化も若干見られるが，その

程度は弱L、。 15日以降病変ば吸収されてしまう。 方対

照群には殊に異物炎を初期に認めるにすぎず7日以降全

(第37F 顕徴鏡写真は第4報の末

入

コ1く病変を認めない。

尾に掲載〕
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